
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 鹿児島県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 吹上町立永吉小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ ０ ６
１１

児童数 １１ １１ ８ １７ １７ １３ ０ ７７

Ⅱ 研究の概要
１ 研究主題

自分らしさを輝かせ生き生きと学びあう子どもの育成
～基礎学力の定着を図る国語科・算数科の指導を通して～

２ 研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

○ 全学年 国語 算数
・ 全学年・全児童を対象として取り組むことが効果的であるため。
・ これまでの研究成果と学力調査の結果から国語科，算数科の学力向上が特
に必要であるため。

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
自分らしさを輝かせ生き生きと学びあう子どもの育成

～基礎学力の定着を図る国語科・算数科の指導を通して～
○ 研究の見通し（仮説）
＜仮説１＞
子ども一人一人の実態をより詳細に把握し，きめ細かな指導に生かすこ

とができるならば，確かな理解の基に自分らしさを輝かせ，生き生きと学
び合う授業を展開できるのではないか。
＜仮説２＞
基礎学力の定着を図る場や環境を設定することができるならば，確かな

理解の基に自分らしさを輝かせ，生き生きと学び合う授業を展開できるの
平 ではないか。
成 ○ 研究の内容・方法

＜仮説１＞15
年 １ 主体的に問題を解決する学習指導法の研究
度 ・ 学習指導過程の研究

・ 主体的な学習を促す工夫
２ 実態把握と評価の研究
・ 評価の基本的な考え方と評価の場の設定
・ 評価規準の活用

３ きめ細かな指導の在り方の研究
・ 算数科におけるＴＴの指導の工夫
・ 習熟の場の工夫
＜仮説２＞
４ 基礎学力の定着を図る場や環境の工夫
・ 児童の意識調査結果分析と結果の活用
・ 学力検査の分析と個人カルテの作成活用
・ 基礎・基本の基礎（読み・書き・算）を高める取組

（百マス計算，漢字チャレンジ，音読カード）
・ 家庭学習の手引きの作成と保護者への啓発



○ テーマ 平成１５年度と同じ
○ 研究の見通し 平成１５年度と同じ
○ 研究の内容・方法

平 ＜仮説１＞
成 １ 主体的に問題を解決する学習指導法の研究

・ 主体的な学習を促す工夫16
年 （学習の進め方や解決の見通しを持たせる工夫）
度 ２ 実態把握と評価の研究

・ 学習内容の分析と評価規準の活用
・ 実態把握の観点と指導に生かす評価の研究
・ 児童の自己評価及び形成的評価の観点の研究

３ きめ細かな指導の在り方の研究
・ 少人数指導，個別指導の工夫
・ 習熟の場，発展的な学習の場の設定の工夫
＜仮説２＞
４ 基礎学力の定着を図る場や環境の工夫
・ 基礎学力の定着を図る場の工夫（日課表の検討）
・ 基礎・基本の基礎（読み・書き・算）を高める取組
・ 家庭学習の与え方の研究

( ) 研究推進体制3

学年部会

校長 教頭 研究推進委員会 全体会 授業研究班

基礎学力研究班

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１ 研究の成果

○ 問題解決型の学習指導過程を設定し弾力的に活用した授業展開を進めたこと
で，子どもたちの主体的な学習を促すことができた。

○ 時間毎の評価規準を明らかにしたことで基礎基本を捉えた指導ができた。1
○ 習熟の場を工夫したことで，子どもたちは計算や言語事項の学習等に意欲を
持って一生懸命取り組んだ。

○ 評価の場面を設定し評価の方法を工夫することで，一人ひとりの子どもの学
習状況をより細かく正確に把握することができた。

○ 百マス計算や漢字チャレンジ，音読カードは確実に子どもたちに力を付けて
いる。百マス計算の計算時間が短縮している。

○ 学力診断テスト結果の個別カルテを作成することにより，一人ひとりの学力
の実態をより正確に把握することができた。

○ 家庭学習の手引きで家庭での学習の内容や手順を示すことができた。

２ 今後の課題

○ 主体的な学習をさらに促すために，学習の進め方や解決の見通しを持たせる
工夫をする必要がある。

○ 評価規準に曖昧さがあるので，学習内容の分析の方法を研究し，より明確な
評価規準を設定する必要がある。

○ 朝の読書の時間，はげみタイムの設定等「読み・書き・算」の学習時間を確
保する必要がある。

○ 百マス計算や漢字チャレンジの内容を改善・工夫する必要がある。
○ 一人ひとりの実態に応じた習熟の場，発展的な学習の場の設定さらに工夫す
る必要がある。

○ 学年に応じた家庭学習の内容を検討する必要がある。



Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

○ 学力診断テストの実施と結果分析，個人カルテの作成。
○ 児童の意識調査（国語・算数）の実施と結果分析及び個別の指導。
○ 学力についての保護者アンケート実施結果分析及び啓発。
○ 地域からの情報収集（アンケート実施）分析と啓発

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

○ 学力向上フロンティアスクール指定研究発表会
・ 日時 平成１６年１１月１６日（火） １３：００～１７：００
・ 場所 吹上町立永吉小学校 吹上町立花田小学校
○ 研究誌作成配布

， ，※ 学力向上推進協議会を中心にして 町内の各学校間で合同の校内研修の実施
資料交換を通して研究成果の普及に努めている。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ゝ １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ゝ ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ゝ 少人数指導 ゝ Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 ゝ 国語 社会 ゝ 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 ゝ 無
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